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気温の低い日が続いた今年は、桜の開花がゆっくり進み、各地で例年より

長く咲いておりました。本校も満開の桜に包まれて、４月７日に入学式を行

い、令和２（2020）年度がスタートいたしました。４月８日には第１学期始

業式を行いましたが、新型コロナウイルス感染症予防のため４月９日からは

臨時休業が続いており、芽吹いた欅も生徒の声が響かない校庭を見守り、ど

ことなく寂しそうです。

「至誠」（人を欺かず、また己を欺かず、自己の良心を尊び、その善を信じ

ることは必ず実行することに努力し、かつ、人の悪口は言わず、また、自己

の善を吹聴せざること）、という本校の基本精神の下で、「健全な自尊心（＝

自分と他者の人格を大切にする心）と自負心（＝自分の取り組みに自信と誇

りを持つ心）、そして、真の教養を身につけさせること」を努力点として、教

職員一同、生徒一人一人の個性や人格を大切にし、常に生徒を中心に置いた

教育の実現に邁進してまいります。

これからも真岡高等学校の情報を、この「白布ヶ丘だより」を通じて、保護者や地域の皆様にお届けして

参りますので、引き続き、本校への御協力と御支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

ご入学おめでとうございます
白布ヶ丘にようこそ！

─２１７名（全日制200､定時制17）
の新入生を迎える─

４月７日(火)、樋口貴則全日制ＰＴＡ会長の御臨

席のもと、令和２（2020）年度全日制・定時制合同

入学式が挙行されました。

まず、前橋均校長より217名の新入生に対して入

学許可がなされました。

～前橋校長式辞（一部抜粋）～
「これから学校生活を送るこの真岡高等学校は、

今年創立１２１年目を迎える、長い歴史を誇る伝統

校です。本校は、明治３３年 栃木県第三中学とし

て開校し、以来、明治・大正・昭和・平成・令和と、

激動の近現代の中で、「至誠」という創立以来の基

本精神、「誠に至る」、すなわち「誠実に生きる」こ

とを 揺るぎなき根本として貫き、誇り高き「人づ

くり」の拠点となっております。卒業生は26000名

を超え、数多の有為な人材を輩出し、県内はもとよ

り、全国、そして 世界を舞台に活躍しています。

全日制は、大学進学の実績を誇る「県内有数の進

学校」として、不動の地位を築いています。また、

勉学のみならず、部活動や学校行事にも、ひたむき

に取り組み、「文武両道」を実践することで、小さ

く収まることなく、「大きな器」とならんことを目

指しております。

定時制は、昼間は仕事をして社会とつながりなが

ら、なお自ら学ぼうとする生徒が集い、高い出席率

と高い就職内定率を維持する、よき校風があります。

昨年度からは、県内初の「夕夜間制度」が導入され、

一人一人が学び方を選び、自分らしく「元気」に学

校生活を送ることを目指しています。

皆さん、本校の、この素晴らしい歴史と校風を大

切にしてください。この伝統が「心の礎」となって、

必ずや皆さんを支えてくれます。しかし、ただ過去

を受け継ぐだけではいけません。本校の校歌の中に

は、「古き歴史に『新しき光』 添えなん」という歌

詞があり、この講堂入口の横にある石碑にも、その

言葉が刻まれています。この真岡高校に 新たな歴

史と伝統を書き加えるのは 皆さん自身であり、こ

こにいる一人一人が「真高の主人公」なのです。こ

れからの高校生活を精一杯に過ごし、それぞれが流

した汗のしずくが、また一つ新たな歴史を紡ぎ出し

ていくのです。真高の「１２１年目の、新たな第一

歩」を、一緒に力強く歩み出していきましょう。

＜至誠の碑＞

＜感染症予防のため新入生全員がマスクを着用＞



皆さんの高校生活のスタートは、「新型コロナウ

イルスの流行」という、思いがけず困難な幕開けと

なってしまいましたが、だからこそ、心身ともに逞

しく自立してほしいと、心から願います。不条理な

事態や困難な壁が、我々の前に次々と立ちはだかる、

この現代社会を 強く生き抜くためには、まず「深

く学ぶ」ことが 大切です。表面的な「知識」に止

まらず「深く学び、『知恵』を身に付ける」ことで、

不測の事態にも、自分の頭で考え、主体的に判断し、

しなやかに行動できる人間になれるのです。そして、

学業だけではない。部活動や生徒会活動、ボランテ

ィア活動など、何でも本気で取り組み、多くの感動

や充実感も体験してください。その経験が「心の豊

かな、しなやかな人間」に成長させてくれるはずで

す。

「真の自立」とは、「ものの本質を見極める力」

と、いかなる困難にも立ち向かう、「強靱で、柔軟

な心身」とを兼ね備えた「知・徳・体」の調和のと

れた生き方のことです。

皆さんが自ら選択したこの学校で、自ら描く夢の

実現のために、最後まで「自分らしく」頑張り抜く

こと。

真高のシンボルツリーである「ケヤキ」の木の、

天をめざして 大きく伸び広がるその雄姿のように、

「誠の道」を揺るぎない幹として、それぞれの高き

理想を目指して一途に伸び、やがて実を結ぶことを、

楽しみにしています。」

樋口貴則ＰＴＡ会長からは、新入生に対して、さ

まざまな問いを見つけ考え抜くこと、また、世界に

目を向け挑戦してほしいとの激励の言葉と、保護者

へのお祝いの言葉、ＰＴＡ活動への協力依頼の言葉

をいただきました。

その後、新入生を代表して清野旭崇君が、「本校

生徒としての自覚と誇りを持ち、いかなる困難にも

立ち向かう精神で自己実現のために日々たゆまぬ努

力を続けていくことを誓います。」と力強く宣誓し

ました。

離任式・始業式・対面式・新任式

感染症予防のため、新任式と始業式は放送で行い、

離任式と対面式は中止とさせていただきました。転

退職された先生方には、熱心にご指導いただきまし

てありがとうございました。

◎転出された先生方 （ ）内は転出先

軽部 幸治 校長 （宇都宮高）

小宅 徹 教頭 （御退職）

大山 健司 国語 （茂木高）

舩木 明夫 地理歴史 （宇都宮商業高）

小林 武夫 数学 （真岡女子高）

福島 輝 数学 （栃木女子高）

福田 裕子 英語 （宇都宮中央女子高）

事務

堀野 征則 主査 （宇都宮南高）

長岡 志郎 技査 （御退職）

中澤 務 公仕 （小山南高）

◎新たにお迎えした先生方 （ ）内は前任校

前橋 均 校長 （栃木女子高）

梅澤 英夫 教頭 （学悠館高）

小林 巧 国語 （那須拓陽高）

藤井 啓太 地理歴史 （烏山高）

鮏川 敬太 数学 （上三川高）

小川 治彦 数学 （高校教育課）

佐藤由里子 英語 （宇都宮女子高）

事務

高野 真代 主査 （芳賀教育事務所）

樋下田悦史 技査 （小山北桜高）

金敷 力男 公仕

これからどうぞ宜しくお願いいたします。

国公立大学へ８７名合格
京大､東北大等の難関大に多数
医学部は東北大、筑波大に

合格！

令和２（2020）年度大学入学試験におきましても、

進路実現に向けた健闘が光りました。合格状況につ

いて、主な大学をお知らせします。

＜国公立大学＞ ８７名

北海道(3)､弘前(1)､岩手(3)､東北(6)､秋田(1)､山

形(2)､福島(1)､茨城(8)､筑波(4)､宇都宮(14)､埼

玉(2)､千葉(5)､電気通信(4)､横浜国立(1)､新潟

(3)､金沢(1)､名古屋(1)､京都(1)､長崎(1)､鹿児島

(1)､会津(4)､高崎経(3)､東京都立(3)

※過年度卒を含む

＜私立大学＞ ４１３名

慶応義塾(3)､早稲田(5)､東京理科(10)､明治(16)､

青山学院(4)､中央(12)､法政(8)､立教(6)､日本

(36)､芝浦工業（23)､国際医療福祉(15)､白鷗(44)

※過年度卒を含む延べ人数

行事予定について

５月６日（木）まで臨時休校となっており、４月、

５月の行事につきましては大幅に見直しておりま

す。今後の行事予定につきましては、本校ホームペ

ージにてお知らせいたしますので、ご覧ください。


